
令和３年度　第一薬科大学【看護学部】 
一般選抜試験問題［Ⅰ期］第２回

試験選択科目 化　学 生　物 数　学 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和３年１月27日（水）	 ◎指示があるまで開いてはいけない。 
10時 00分～12時00分

 1 ．	�受験票は机の上，左前方に常に提示しておくこと。
 2 ．	�机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほかは置かないこと。	 	

携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源
を切って，かばんの中にしまうこと。（アラーム等の音がでる設定は
解除）

 3 ．	�開始の指示にしたがって，直ちに問題用紙および解答用紙を確認する
こと。化学は 1 ～ 12 ページ，生物は 13 ～ 25 ページ，数学は 27 ～ 31 
ページ，国語は 33 ～ 39 ページである。解答用紙は試験選択科目ごと
に 1枚，合計2枚である。不備な点があれば，手をあげて監督者に知
らせること。

 4 ．	�はじめに問題用紙の試験選択科目欄の 2 科目を丸でかこみ，受験番
号，氏名を記入すること。解答する科目は必ず受験票と同じものを
選択すること。

 5 ．	�つづいて解答用紙に受験番号，氏名，試験科目を記入し，受験番号欄
をマークすること。（受験地は記入しなくてよい）

 6 ．	�解答用紙の注意事項にしたがって，指定欄に記入されたことだけが 
採点の対象になる。

 7 ．	�問題用紙内側の空白部分は，計算などに使用してよい。
 8 ．	�途中退出は認めない。
 9 ．	�問題用紙および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

学  校  法  人　　都  築  学  園
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問１　動物細胞の細胞質分裂に関与する細胞骨格の名称とその直径の組合せとして正し

いものはどれか。

名称 直径
１ 微小管 約3 nm
2 アクチンフィラメント 約3 nm
3 中間径フィラメント 約3 nm
4 微小管 約7 nm
5 アクチンフィラメント 約7 nm
6 中間径フィラメント 約7 nm
7 微小管 約30 nm
8 アクチンフィラメント 約30 nm
9 中間径フィラメント 約30 nm

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１〜問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。
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問２，問３　窒素同化に関する以下の文章を読み，設問に答えよ。

　　　植物は根から水に溶けた状態で吸収した硝酸イオンや（　ア　）から有機窒素化合

物の（　イ　）を合成し，さらに高分子のタンパク質や核酸などの有機窒素化合物を合

成することができる。硝酸イオンは植物体内で（　ウ　）され，亜硝酸イオンを経て

（　ア　）となる。（　ア　）は呼吸の過程でつくられたさまざまな有機酸に転移され，

（　イ　）がつくられる。　

　　　動物は植物と異なり，無機窒素化合物から（　イ　）などの有機窒素化合物の合成

ができないので，他の生物を捕食し，消化することで（　イ　）を得て，そこから高分

子の窒素化合物を合成する。

問２　文章中の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

（ア） （イ） （ウ）

１ 窒素 グルコース 還元

2 亜硝酸イオン アミノ酸 脱窒

3 アンモニウムイオン グルコース 硝化

4 窒素 アミノ酸 脱窒

5 亜硝酸イオン グルコース 硝化

6 アンモニウムイオン アミノ酸 還元

問３　ある植物を土壌で生育させたところ，根から吸収された硝酸イオンに含まれる

窒素の56％がタンパク質の合成に用いられて，植物の体内で20 gのタンパク質が

合成された。これらタンパク質の窒素含有率を14％とすると，根から吸収された

硝酸イオンの重量（g）に最も近いものはどれか。

　　ただし，原子量はN＝14，O＝16とする。

1　5 g　　 　 2　10 g　　　 3　15 g　　　

4　20 g　　　 5　30 g　　　 6　50 g

－2－

問４　動物の発生初期の受精卵に関する次の文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる

語句の正しい組合せはどれか。 

　　　発生初期の細胞分裂を卵割といい，卵割によって生じた細胞を割球という。ウニは

（　ア　）で，その卵黄量は（　イ　），卵割初期は割球の大きさがほぼ等しい。一方，

カエルは（　ウ　）で，その卵黄量は（　エ　），（　オ　）に偏って分布する。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 端黄卵 少なく 心黄卵 多く 植物極
2 心黄卵 多く 等黄卵 少なく 植物極
3 等黄卵 少なく 端黄卵 多く 植物極
4 端黄卵 多く 等黄卵 少なく 動物極
5 心黄卵 少なく 端黄卵 多く 動物極
6 等黄卵 多く 心黄卵 少なく 動物極

問５　生物に含まれる二本鎖DNAの塩基の割合に関する記述のうち，正しい組合せは

どれか。

ａ　アデニンの割合が30%の時，グアニンの割合も30%である。

ｂ　アデニンの割合が30%の時，チミンの割合も30%である。

ｃ　アデニンの割合が30%の時，シトシンの割合は決まる。

ｄ　グアニンの割合が30%の時，グアニンの割合とアデニンの割合の比は1である。

ｅ　グアニンの割合が30%の時，グアニンの割合とチミンの割合の比は1である。

ｆ　グアニンの割合が30%の時，グアニンの割合とシトシンの割合の比は決まらな
い。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｄ） 3　（ａ，ｆ） 

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｂ，ｅ） 

7　（ｃ，ｄ） 8　（ｃ，ｅ） 9　（ｄ，ｆ） 

10　（ｅ，ｆ） 
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問４　動物の発生初期の受精卵に関する次の文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる

語句の正しい組合せはどれか。 

　　　発生初期の細胞分裂を卵割といい，卵割によって生じた細胞を割球という。ウニは

（　ア　）で，その卵黄量は（　イ　），卵割初期は割球の大きさがほぼ等しい。一方，

カエルは（　ウ　）で，その卵黄量は（　エ　），（　オ　）に偏って分布する。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 端黄卵 少なく 心黄卵 多く 植物極
2 心黄卵 多く 等黄卵 少なく 植物極
3 等黄卵 少なく 端黄卵 多く 植物極
4 端黄卵 多く 等黄卵 少なく 動物極
5 心黄卵 少なく 端黄卵 多く 動物極
6 等黄卵 多く 心黄卵 少なく 動物極

問５　生物に含まれる二本鎖DNAの塩基の割合に関する記述のうち，正しい組合せは

どれか。

ａ　アデニンの割合が30%の時，グアニンの割合も30%である。

ｂ　アデニンの割合が30%の時，チミンの割合も30%である。

ｃ　アデニンの割合が30%の時，シトシンの割合は決まる。

ｄ　グアニンの割合が30%の時，グアニンの割合とアデニンの割合の比は1である。

ｅ　グアニンの割合が30%の時，グアニンの割合とチミンの割合の比は1である。

ｆ　グアニンの割合が30%の時，グアニンの割合とシトシンの割合の比は決まらな
い。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｄ） 3　（ａ，ｆ） 

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｂ，ｅ） 

7　（ｃ，ｄ） 8　（ｃ，ｅ） 9　（ｄ，ｆ） 

10　（ｅ，ｆ） 
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問６　図は複製起点（　●　）からのDNAの複製を模式的に表している。矢印

（ ）の方向にDNA複製が進行するとした時に，複製のようすを正しく示し

ている図はどれか。
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問７　翻訳に関する説明のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　翻訳はリボソームがmRNA上を5’から3’方向に移動しながら起きる。

ｂ　翻訳過程で、mRNA上のコドンとtRNAのアンチコドンが結合する。

ｃ　翻訳はmRNAの5'末端から開始する。

ｄ　翻訳はmRNAの3'末端で終了する。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｃ，ｄ）

問８　PCR（ポリメラーゼ連鎖反応）法に関する説明のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　複製，転写，翻訳の3段階の反応からなる。

ｂ　耐熱性のDNA合成酵素が用いられる。

ｃ　プライマーに挟まれた領域を増幅させる方法である。

ｄ　20サイクル反応を行うと理論上，鋳型DNAの202倍に増える。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ）

4　（ｂ，ｃ） 5　（ｂ，ｄ） 6　（ｃ，ｄ）
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問９　血液凝固に関する説明である。次の文章中の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語

句の正しい組合せはどれか。

　　　血液を採取して，試験管に入れると数分もしないうちに凝固が始まる。凝固反応で

は，血しょう中の（　ア　）と呼ばれる酵素が，フィブリノーゲンを（　イ　）に変え

る。次いで，この（　イ　）が血球とからみ，塊状の血ぺいとなり，淡黄色で透明な血

清と分かれて凝固する。凝固反応には（　ウ　）イオンが重要なはたらきをしており，

（　ウ　）を除去すると凝固は起こらない。

（ア） （イ） （ウ）
１ トロンビン フィブリン カルシウム
2 トロンビン フィブリン ナトリウム
3 トロンビン カリウムイオン カルシウム
4 プロトロンビン カリウムイオン ナトリウム
5 プロトロンビン 塩化物イオン ナトリウム

問10　神経細胞に閾値以上の強さの刺激を与えた時，最初に与えた刺激よりも強い刺激

を次に与えると，活動電位の振幅はどのようになるか。

1 　減少する。　　　 2 　変化しない。　　　 3 　増大する。

問11　ヒトの赤血球，白血球，血小板の平均的な直径の大小関係として，正しいものは

どれか。

1 　赤血球＞白血球＞血小板　　　 2 　赤血球＞血小板＞白血球　　　

3 　白血球＞赤血球＞血小板　　　 4 　白血球＞血小板＞赤血球

5 　血小板＞赤血球＞白血球　　　 6 　血小板＞白血球＞赤血球
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問12　図は，肝臓の３種類の血管の位置と血液の流れ（黒矢印）を示したものである。

次の文章中の空欄（ア）と（イ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　　肝臓は，（　ア　）を流れる栄養分に富んだ静脈血と（　イ　）を流れる酸素に富ん

だ動脈血が流れ込む。（　ア　）と（　イ　）は，それぞれ枝分かれして毛細血管とな

り，肝小葉の中を通る。

胆管 肝細胞

肝小葉
（イ）（ア）

（ア） （イ）
１ 中心静脈 肝動脈
2 中心静脈 肝門脈
3 下大静脈 肝動脈
4 肝門脈 中心静脈
5 肝門脈 胆細管
6 肝門脈 肝動脈
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問13　神経系による恒常性維持に関する説明である。次の文章中の空欄（ア）～（オ）

に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　　ヒトの内臓器官のはたらきは，（　ア　）神経系を介して無意識に調節されている。

（　ア　）神経系には交感神経と副交感神経の2種類があり，多くの内臓器官には両者

が分布している。胃腸の運動は交感神経が興奮すると（　イ　）され，副交感神経が

興奮すると（　ウ　）される。心臓の拍動は交感神経が興奮すると（　エ　）され，

副交感神経が興奮すると（　オ　）される。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ）
１ 自　律 促　進 抑　制 促　進 抑　制
2 自　律 抑　制 促　進 促　進 抑　制
3 自　律 促　進 抑　制 抑　制 促　進
4 自　律 抑　制 促　進 抑　制 促　進
5 体　性 促　進 抑　制 促　進 抑　制
6 体　性 抑　制 促　進 促　進 抑　制
7 体　性 促　進 抑　制 抑　制 促　進
8 体　性 抑　制 促　進 抑　制 促　進

問14　交感神経および副交感神経による臓器や組織の機能の調節に関する記述のうち，

正しい組合せはどれか。

ａ　交感神経は立毛筋を収縮させ，副交感神経は弛緩させる。

ｂ　交感神経はぼうこうに作用して排尿を抑制し，副交感神経は排尿を促進する。

ｃ　交感神経は気管支を拡張させ，副交感神経は収縮させる。

ｄ　交感神経は瞳孔を縮小させ，副交感神経は拡大させる。

ｅ　交感神経は粘性の低いだ液の分泌を促し，副交感神経は粘性の高いだ液の分泌を
促す。

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ） 

4　（ａ，ｅ） 5　（ｂ，ｃ） 6　（ｂ，ｄ） 

7　（ｂ，ｅ） 8　（ｃ，ｄ） 9　（ｃ，ｅ） 

10　（ｄ，ｅ） 
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問15　表はホルモンとそのホルモンを分泌する内分泌腺，主なはたらきをまとめたもの

である。誤っている組合せはどれか。

ホルモン名 内分泌腺 主なはたらき

ａ 成長ホルモン 脳下垂体前葉 タンパク質合成の促進

ｂ バソプレシン 脳下垂体後葉 血圧の上昇

ｃ パラトルモン 副甲状腺 血液中のCa2＋の増加

ｄ 鉱質コルチコイド 副腎皮質 タンパク質の糖化促進

ｅ グルカゴン 副腎髄質 グリコーゲンの分解促進

1　（ａ，ｂ） 2　（ａ，ｃ） 3　（ａ，ｄ） 

4　（ａ，ｅ） 5　（ｂ，ｃ） 6　（ｂ，ｄ） 

7　（ｂ，ｅ） 8　（ｃ，ｄ） 9　（ｃ，ｅ） 

10　（ｄ，ｅ） 

問16　個体群間の相互作用に関する説明である。次の文章中の空欄 （ア）～（ウ）に当

てはまる語句の正しい組合せはどれか。

　　　異種の生物が緊密な関係を保ちつつ生活している現象を共生という。アリがアリマキ

を天敵から守り，アリマキがアリに栄養物を与えるように，互いの生物が利益を得る場

合を（　ア　）という。フジナマコの腸内に隠れすむことにより外敵から身を守るカク

レウオのように，一方の生物のみが利益を受ける場合を（　イ　）という。異種の生

物が一緒に生活するが，一方が不利益をこうむる場合を（　ウ　）という。

（ア） （イ） （ウ）
１ 寄生　　 相利共生 片利共生
2 寄生　　 片利共生 相利共生
3 相利共生 片利共生 寄生　　
4 相利共生 寄生　　 片利共生
5 片利共生 相利共生 寄生　　
6 片利共生 寄生　　 相利共生
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問17　光合成速度に関する記述のうち，正しいものはどれか。

1 　呼吸速度は光強度に比例して大きくなる。

2 　光合成速度は光強度の影響を受けずに一定である。

3 　光合成速度は光の波長に影響を受けずに一定である。

4 　暗黒条件での二酸化炭素放出速度は，呼吸速度に等しい。

5 　光補償点は，陽生植物よりも陰生植物で大きくなる。

6 　光飽和点は，陽生植物よりも陰生植物で大きくなる。

問18～ 20　ある植物の葉にいろいろな強さの光を当て，CO2の吸収速度に及ぼす温度の

影響について調べたところ，以下の表に示す結果を得た。この表に関する設問に答え

よ。ただし，CO2濃度は0.04％で一定とする。

CO2の吸収速度（mgCO2/葉面積100cm2/時）

光の強さ
（キロルクス）

設定温度
20℃ 30℃

0 －6 －12
2 1 －6
4 7 0
8 17 12

12 21 22
15 22 31
20 23 38
25 24 42
30 24 42

問18　30℃で測定したときの光補償点はいくらか。
1　0 キロルクス　　　 2　2 キロルクス　　　 3　4 キロルクス
4　8 キロルクス　　　 5　12 キロルクス　  　 6　15 キロルクス
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問19　20℃，25キロルクスのとき，葉面積100 cm2あたり，1時間の光合成量は，二酸化

炭素としていくらか。ただし，呼吸速度は明暗によらず一定とする。

1　11 mg　　　 2　17 mg　　　 3　24 mg　　　 4　30 mg　　　 5　36 mg

問20　この表から分かる光合成の性質に関する記述のうち，正しいものはどれか。

1　光の強さが弱いうちは，光合成速度は温度の影響を受ける。
2　最大呼吸速度は温度の影響を受けない。
3　光飽和点は温度の影響を受ける。
4　温度が高いと呼吸速度は小さくなる。
5　温度が高いと光補償点は小さくなる。
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国　語
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	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 鹿 お ど し に 流 れ る
ａ 媒 体 は ま ず は 水 で あ り 、 堰
せ

き 止 め る も の は 竹 筒 の 一 端 に つ け ら れ

た 水 受 け で あ る 。 水 受 け は 水 の 力 に し ば し 抵 抗 し た う え で 、 や が て 下 に 押 し 下 げ ら れ て

水 を こ ぼ す と 、 跳 ね あ が っ て 竹 筒 の 端 を 石 に 打 ち つ け て 音 を た て る 。 水 の 流 れ が 続 く か

ぎ り こ の 運 動 が 繰 り 返 さ れ て 、 鹿 お ど し は リ ズ ミ カ ル な 音 を 庭 に 響 か せ て く れ る 。 純 粋

流 動 は 樋
と い

を 流 れ る 水 か ら 水 受 け の 水 へ と 形 を 変 え 、 そ こ で 力 を 蓄 え て 爆 発 的 に 溢 れ る と 、

最 後 は 媒 体 を 音 に 乗 り 換 え て 耳 に 届 く の で あ る 。

　 面 白 い の は こ の 鹿 お ど し の リ ズ ム が ほ と ん ど そ の ま ま に 、 世
ぜ

阿
あ

弥
み

の い う 「 序 破 急 」 の

構 造 を 示 し て い る こ と だ ろ う 。 水 受 け に 水 が 溜 ま る 長 い 時 間 が 序 に ⑴ ソ ウ ト ウ し 竹 筒 が

一 転 す る 瞬 間 が 破 に あ た る と す る と 、 水 が 溢 れ て 竹 筒 と ⑵ シ ョ ウ ト ツ す る 勢 い を 急 と 見

る こ と が で き る 。 世 阿 弥 は 数 あ る リ ズ ム の 一 種 類 を 見 い だ し た の み な ら ず 、 　 そ の も っ

と も （ 　 Ａ 　 ） な 姿 を 捉 え て い た と い う べ き で あ ろ う 。

　 （ 　 イ 　 ） 流 動 の 力 と 抵 抗 の 力 は （ 　 Ｂ 　 ） な 関 係 に あ る か ら 、 流 動 の 力 が 弱 け れ ば

鹿 お ど し 現 象 も も っ と 繊 細 な か た ち で 起 こ る こ と が で き る 。 （ 　 ロ 　 ） 雨 後 の 樹 木 の 葉

先 に 溜 ま る 水 滴 を 観 察 す れ ば 、 同 じ 流 動 と 抵 抗 の 拮 抗 が 何 の 仕 掛 け も な し に 生 じ て い る

の が わ か る 。 水 は ま ず 針 の よ う な 雫
し ず く
を 葉 先 に 蓄 え 、 微 細 な 水 流 が 増 え る に し た が っ て そ

れ を 膨 ら ま せ る 。 水 滴 は そ れ 自 体 の 表 面 張 力 に よ っ て 流 れ に 抵 抗 し 、 （ 　 ハ 　 ） 水 そ の

も の で 造 ら れ た 水 受 け の よ う に 働 く 。 暫
し ば ら
く は こ の 水 滴 と 葉 先 の ⑶ ネ ン チ ャ ク も 切 れ る こ

と が な く 、 し だ い に 増 す （ 　 Ｃ 　 ） の 力 は 堰 き 止 め ら れ て 宙 に 浮 か び 続 け る 。

　 （ 　 ニ 　 ） こ の 力 の
⑷ キ ン コ ウ は 破 れ て 、 膨 ら み き っ た 水 滴 は 葉 先 を 離 れ 、 勾
ま が

玉
た ま

状 の

球 と な っ て 地 面 に 落 ち る の だ が 、 そ の 後 の 葉 先 に は ふ た た び 次 の 雫 が 膨 ら み 始 め て い る

は ず で あ る 。 こ の い わ ば ｂ 自 然 の 鹿 お ど し 現 象 は き わ め て 広 く 認 め ら れ 、 ほ と ん ど あ ら

ゆ る 自 然 現 象 の な か に 見 て と る こ と が で き る 。 雲 の 中 の 霧 状 の 水 滴 が ⑸ ギ ョ ウ シ ュ ウ

し 、 あ る 時 点 で 雨 の 水 滴 と な っ て 降 り 注 ぐ の も 一 例 だ ろ う し 、 地 中 の マ グ マ が 塊 と な っ

設 問 は 20 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 20 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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て 上 昇 し 、 圧 力 が 極 限 に 達 す る と 一 気 に ⑹ フ ン カ す る の も 同 じ だ ろ う 。 し か し な か で も

壮 大 で 感 動 的 な リ ズ ム を 感 じ さ せ る の は 、 地 球 上 の 生 命 の 歴 史 で は な い だ ろ う か 。

　 生 物 の 生 き る 力 は 数 億 年 の 流 れ を つ く っ て き た が 、 そ れ が 連 続 す る 反 面 で 個 体 と い う

単 位 を 形 成 し て き た の は 、 思 え ば ｃ 不 思 議 な 謎 だ と い う ほ か は な い 。 個 体 は そ れ 自 体 が

生 ま れ て 死 ぬ 存 在 で あ る が 、 同 時 に 一 定 期 間 は 単 位 と し て の 同 一 性 を 保 つ 存 在 で あ る 。

生 命 全 体 の 流 動 の 歴 史 か ら 見 れ ば 、 こ の 個 体 生 命 は 明 ら か に 堰 き 止 め で あ り 、 停 滞 で

あ っ て 、 継 続 的 な 発 展 に た い す る 抵 抗 だ と い う ほ か は な い 。

　 い っ た い な ぜ 生 命 は み ず か ら の 存 続 と 発 展 の た め に 、 個 体 の 維 持 と い う い わ ば む だ な

手 続 き を 踏 む の だ ろ う か 。 個 体 は そ れ ぞ れ に 自 己 を 主 張 し 、 そ れ 自 体 の 同 一 性 を 守 る た

め に 闘 っ て い る 。 原 始 的 な 小 動 物 や 鳥 や 魚 や 両
り ょ う せ い る い

棲 類 で さ え 、 ⑺ ハ ン シ ョ ク の た め に 雄 が

雌 を 追 い 、 他 の 雄 と 死 闘 を 重 ね て い る 姿 は け な げ に も い じ ら し い 。 さ ら に リ ズ ム 構 造 は

こ の 個 体 の 成 長 の 内 部 に も 生 じ 、 発 育 期 、 成 熟 期 、 老 衰 期 と い っ た 段 階 の 単 位 を 形 成 す

る 。 も っ と も 典 型 的 な の が 昆 虫 の 変 態 と 呼 ば れ る 現 象 で あ っ て 、 卵 、 幼 虫 、 蛹
さ な ぎ

、 成 虫 の

各 段 階 は そ れ ぞ れ 別 の 生 き 物 の よ う な 生 態 を 示 す 。 同 一 の 生 の 流 動 が こ れ ほ ど 明 瞭 な 断

絶 を 経 過 し 、 鹿 お ど し 構 造 を 見 せ る の は 感 動 的 と い っ て よ い ほ ど で あ る 。

　 し か も 注 目 に 値 す る の は 、 生 物 の 進 化 が 個 体 の 誕 生 時 の 突 然 変 異 と し て 起 こ り 、 個 体

の 世 代 交 代 、 個 体 の 死 と 誕 生 の 断 絶 な し に は あ り え な い と い う 事 実 で あ る 。 生 命 史 を 遺

伝 す る 形 質 の 流 動 の 歴 史 と 見 る な ら ば 、 こ こ で も 流 動 は 個 体 と い う 鹿 お ど し に 堰 き 止 め

ら れ 、 そ の 水 受 け を 溢 れ 出 す と き に 飛 躍 的 な 力 の 増 幅 を 見 せ る の で あ る 。

	 （ 山 﨑 正 和 『 リ ズ ム の 哲 学 ノ ー ト 』 ）
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A 　 文 中 の ⑴ ～ ⑺ の カ タ カ ナ の 次 の 傍 線 部 に あ た る 漢 字 は ど れ が 正 し い か 。 そ れ ぞ れ	
一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １ 　 ⑴	 ソ ウ ト ウ 　 　 　 　 １ 　 総 　 　 　 ２ 　 相 　 　 　 ３ 　 層 　 　 　 ４ 　 想

問 ２ 　 ⑵	 シ ョ ウ ト ツ 　 　 　 １ 　 障 　 　 　 ２ 　 衡 　 　 　 ３ 　 衝 　 　 　 ４ 　 傷

問 ３ 　 ⑶	 ネ ン チ ャ ク 　 　 　 １ 　 粘 　 　 　 ２ 　 燃 　 　 　 ３ 　 念 　 　 　 ４ 　 年

問 ４ 　 ⑷	 キ ン コ ウ 　 　 　 　 １ 　 近 　 　 　 ２ 　 勤 　 　 　 ３ 　 緊 　 　 　 ４ 　 均

問 ５ 　 ⑸	 ギ ョ ウ シ ュ ウ 　 　 １ 　 業 　 　 　 ２ 　 凝 　 　 　 ３ 　 形 　 　 　 ４ 　 行

問 ６ 　 ⑹	 フ ン カ 　 　 　 　 　 １ 　 憤 　 　 　 ２ 　 噴 　 　 　 ３ 　 墳 　 　 　 ４ 　 分

問 ７ 　 ⑺	 ハ ン シ ョ ク 　 　 　 １ 　 食 　 　 　 ２ 　 植 　 　 　 ３ 　 殖 　 　 　 ４ 　 職

B 　 文 中 の （ 　 Ａ 　 ） ～ （ 　 Ｃ 　 ） の 中 に 適 当 な 語 を そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 ８ 　 （ 　 Ａ 　 ） 　 　 １ 　 抽 象 的 　		 　 ２ 　 普 遍 的 　		 　 ３ 　 典 型 的 　		 　 ４ 　 具 体 的

問 ９ 　 （ 　 Ｂ 　 ） 　 　 １ 　 相 対 的 　		 　 ２ 　 補 完 的 　		 　 ３ 　 絶 対 的 　		 　 ４ 　 固 定 的

問 10 　 （ 　 Ｃ 　 ） 　 　 １ 　 安 定 　 　		 　 ２ 　 抵 抗 　 　		 　 ３ 　 変 化 　 　		 　 ４ 　 流 動 　		

C 　 文 中 の （ 　 イ 　 ） ～ （ 　 ニ 　 ） の 中 に 後 の １ ～ ７ の 中 か ら 適 当 な 語 を そ れ ぞ れ 一 つ

ず つ 選 び な さ い 。

問 11 　 （ 　 イ 　 ） 　	 　 　 問 1
2
　 （ 　 ロ 　 ） 　	 　 問 1
3
　 （ 　 ハ 　 ） 　	 　 問 1
4
　 （ 　 ニ 　 ）

　 　 　 １ 　 や が て 　 　 　 　 ２ 　 あ た か も 　 　 　 ３ 　 し か し 　 　 　 　 ４ 　 だ か ら

　 　 　 ５ 　 ち な み に 　 　 　 ６ 　 た と え ば 　 　 　 ７ 　 あ る い は
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問 15 　 文 中 の 傍 線 部 ａ に つ い て 、 水 は 媒 体 と し て 何 を 媒 介 し て い る の か 、 次 の 中 か ら	
一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 水 の 流 れ 　 　 　 ２ 　 純 粋 流 動 　 　 　 ３ 　 数 あ る リ ズ ム 　 　 　 ４ 　 自 然 現 象

問 16 　 文 中 の 傍 線 部 ｂ は 、 ど の よ う な こ と か 、 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 流 動 す る も の が 、 断 絶 す る こ と な く 、 常 に 流 れ 続 け て 止 ま な い と い う こ と 。

２ 　 流 動 す る も の が 、 断 絶 に よ っ て 力 を 弱 め ら れ 、 新 た な 現 象 へ 変 化 し て い く こ と 。

３ 　 流 動 す る も の の リ ズ ム が 一 定 で あ り 、 そ の こ と で 自 然 現 象 が 安 定 し て い る こ と 。

４ 　 流 動 す る も の が 、 い っ た ん 断 絶 し 、 そ こ で 蓄 え ら れ た 力 が 次 の 変 化 を 生 む こ と 。

問 17 　 文 中 の 傍 線 部 ｃ に つ い て 、 「 謎 」 だ と 思 わ せ る 要 素 と し て 最 も 適 当 な も の を 次 の

中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 個 体 が 生 き る こ と に よ っ て 生 じ る 停 滞 。

２ 　 個 体 が 死 ぬ こ と に よ っ て 生 じ る 停 滞 。

３ 　 個 体 が 生 ま れ る こ と に よ る 流 れ の 継 続 。

４ 　 個 体 が 生 き る こ と に よ っ て 生 じ る 継 続 。

問 18 　 本 文 の 内 容 と 合 致 す る も の を 次 の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１ 　 あ ら ゆ る 自 然 現 象 の な か に リ ズ ム 現 象 が 見 ら れ る が 、 生 命 の 歴 史 に 関 し て は そ

れ が 見 ら れ ず 、 そ の 点 で 生 命 現 象 は 謎 で あ る 。

２ 　 個 体 の 維 持 は 生 命 史 の 観 点 か ら 一 見 む だ に 見 え る が 、 進 化 は 実 は 個 体 と い う 堰

き 止 め を 経 る こ と に よ っ て 生 じ て い る 。

３ 　 生 命 は そ の 存 続 と 発 展 の た め に 個 体 の 中 に リ ズ ム 構 造 を 生 み 出 し 、 個 体 の 死 と

誕 生 に よ っ て そ の 構 造 を 再 生 産 す る 。

４ 　 個 体 は 一 定 期 間 の 生 命 活 動 の 間 に 、 闘 い の 中 で 独 自 の 進 化 を 果 た し 、 そ れ は 次

の 世 代 に 継 承 さ れ て い く 。
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	 二		
問 19 　 次 の 慣 用 表 現 の カ タ カ ナ の 部 分 の 漢 字 を 語 群 よ り 選 び 、 そ の 組 み 合 わ せ と し て	

正 し い も の を 後 の １ ～ ５ か ら 一 つ 選 び な さ い 。

　 ⑴	 会 議 で 意 見 を 述 べ た が 一 シ ョ ウ に 付 さ れ た 。

　 ⑵	 灯 台 下 ク ラ し で 、 気 が つ か な か っ た 。

　 ⑶	 つ い マ が さ し て 、 違 反 を し て し ま っ た 。

　 ⑷	 成 功 が 続 い た の で ズ に 乗 っ て し ま っ た 。

　 ⑸	 忠 告 を 肝 に メ イ じ て 行 動 す る 。

　 　 語 群 　 　 ア 　 間 　 　 イ 　 暮 　 　 ウ 　 頭 　 　 エ 　 笑 　 　 オ 　 魔 　 　 カ 　 暗

　 　 　 　	 キ 　 図 　 　 ク 　 生 　 　 ケ 　 命 　 　 コ 　 銘 　 　 サ 　 省 　 　 シ 　 名

　 　 　 　	 ス 　 蔵 　 　 セ 　 真 　 　 ソ 　 途

１ 　 ⑴ … … エ 　 　 ⑵ … … イ 　 　 ⑶ … … セ 　 　 ⑷ … … キ 　 　 ⑸ … … シ

２ 　 ⑴ … … エ 　 　 ⑵ … … カ 　 　 ⑶ … … オ 　 　 ⑷ … … キ 　 　 ⑸ … … コ

３ 　 ⑴ … … ク 　 　 ⑵ … … カ 　 　 ⑶ … … ア 　 　 ⑷ … … ソ 　 　 ⑸ … … コ

４ 　 ⑴ … … サ 　 　 ⑵ … … イ 　 　 ⑶ … … オ 　 　 ⑷ … … ウ 　 　 ⑸ … … ケ

５ 　 ⑴ … … エ 　 　 ⑵ … … ス 　 　 ⑶ … … ア 　 　 ⑷ … … キ 　 　 ⑸ … … ケ
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	 三		
問 20 　 第 一 段 に 続 く Ａ ～ Ｅ を 正 し い 順 序 に 並 び 替 え た も の を １ ～ ４ の 中 か ら 一 つ 選 び な

さ い 。

第 一 段 　	 　 こ れ か ら 社 会 学 の 歴 史 に つ い て 話 し て い き ま す 。 社 会 学 は 、 数 あ る 学 問 の 中

で は 新 し い 学 問 で す 。 歴 史 は 非 常 に 短 い 。

　 　 　 Ａ	 　 先 取 り し て 、 私 の 言 葉 で ポ イ ン ト を 言 え ば 、 社 会 学 は 、 「 近 代 社 会 の 自 己 意

識 の 一 つ の 表 現 」 な の で す 。 近 代 社 会 と い う も の の 特 徴 は 、 比 喩 的 な 言 い 方 を

す れ ば 、 「 自 己 意 識 を も つ 社 会 」 で す 。 自 分 が 何 で あ る か 、 自 分 は ど こ へ 向

か っ て い る の か 、 自 分 は ど こ か ら 来 た の か 。 そ れ が 正 し い 認 識 か ど う か は わ か

り ま せ ん が 、 近 代 社 会 と は こ う い う 自 己 意 識 を も つ 社 会 で す 。

　 　 　 Ｂ	 　 歴 史 が 浅 い こ と に は 理 由 が あ り ま す 。 た ま た ま 誕 生 が 遅 か っ た わ け で は な い

の で す 。

　 　 　 Ｃ	 　 そ う い う 意 味 で 、 社 会 学 の 歴 史 が 短 い の は 、 た ま た ま 何 か の 発 見 が 遅 か っ た

か ら で は な く て い わ ば 社 会 学 的 な 理 由 が あ る の で す 。

　 　 　 Ｄ	 　 も ち ろ ん 、 「 い つ か ら 社 会 学 が 始 ま っ た の か 」 と い う の は 難 し い 問 題 で す が 、

大 雑 把 に 言 え ば 十 九 世 紀 な の で 、 ま だ 二 百 年 ぐ ら い の 歴 史 し か あ り ま せ ん 。 た と

え ば 、 哲 学 と は 比 ぶ べ く も な い し 、 あ る い は 物 理 学 の 始 ま り を ど こ に 見 る か に

も よ り ま す が 、 仮 に 科 学 革 命 か ら だ と し て も 、 物 理 学 の ほ う が ず っ と 古 い 。

　 　 　 Ｅ	 　 そ の 社 会 認 識 の 一 つ の 表 現 が 、 広 く 見 れ ば 社 会 科 学 、 そ の 中 で も 社 会 学 と い

う 学 問 な の で す 。 だ か ら 、 自 己 意 識 を も つ 社 会 の 中 に し か 社 会 学 は 生 ま れ ま せ

ん 。 そ れ 以 前 の 社 会 に は 社 会 学 は な い の で す 。

	 （ 大 澤 真 幸 『 社 会 学 史 』 ）

１ 　 Ｂ	 →	 Ｄ	 →	 Ａ	 →	 Ｃ	 →	 Ｅ

２ 　 Ａ	 →	 Ｅ	 →	 Ｄ	 →	 Ｃ	 →	 Ｂ

３ 　 Ｄ	 →	 Ｂ	 →	 Ａ	 →	 Ｅ	 →	 Ｃ

４ 　 Ｂ	 →	 Ｃ	 →	 Ｄ	 →	 Ａ	 →	 Ｅ
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